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 研究実績の概要（１） 
1）新カリキュラムの評価ツール開発を行い、新カリキュラムによる演習を展開した。 
2）シミュレーション教育プログラムに参加し、シミュレーション教育の重要性、シミュレーショ

ン教育における指導のスキルの獲得および評価等について学んだ。 
3）新カリキュラムによる演習の教育効果の評価と新カリキュラムの修正点の抽出を行った。 
 
1）新カリキュラムの評価ツール開発と演習の展開 

平成 24 年度総合文化研究所研究助成により行った「小児看護学演習におけるシミュレーショ

ン教育の本学導入の検討：問題基盤型学習（PBL）を用いた授業と連動したカリキュラムの開

発」（研究代表者：加藤令子）により開発した新カリキュラムに対する評価ツールの開発を行っ

た。本ツールは、授業目的・目標に応じた学生の達成度を評価するものであり、演習内容毎に

学生の達成目標を提示し、学生自身が目標を確認して達成できるようにした。具体的な評価内

容は、授業中の参加状況、授業内容の理解度、および、事前学習と事後学習内容等であり、す

べて学生自身が評価する。本ツールを用いて演習を展開した結果、到達目標を確認しながら演

習に取り組むことができ、学生の主体的な学習を促すことにつながった。また、学生自身が学

習内容を評価することにより、自身の課題が明確になるため、学習不足等を自ら補う行動に向

かうことが可能となった。 
2）シミュレーション教育プログラムへの参加：Fundamentals of Simulation Instructional 

Methods for Japan 
本プログラムは、Okinawa Clinical Simulation Center と University of Hawaii John A 

Burns School of Medicine Sim Tiki Simulation Center が主催したものである。平成 25 年 8
月 31 日（土）・9 月 1 日（日）の 2 日間、東京慈恵会医科大学（東京都）で開催された。プロ

グラムは講義と実践とからなり、講義は日本および世界のシミュレーション教育の現状と課題、

シミュレーション教育の基本、指導のスキル、評価と試験等により構成されていた。実践は、

チームよるTrauma Care のトレーニングである。 
参加者は、医師・看護師・大学教員等であり、医療現場や医療にかかわる教育におけるシ 

ミュレーション教育の必要性の高まりが認識できた。また、本セミナーを受講し、シミュレー

ション教育における指導者の質の担保、目的に応じたシミュレータの選択、学習者を主体とし

たディブリーフィングの重要性を学ぶことができ、これまでの小児看護領域のシミュレーショ

ン教育を活用した演習の振り返りとなり、今後の教育の在り方に大きな示唆を得ることができ

た。 
3）教育効果の評価と新カリキュラムの修正点 

短大看護学科の１学年の学生数は 100 名である。学生は、子どもと接する機会が少ないため、

子どもへの接し方や様々な成長発達段階に応じた子どもへのケアを学ぶことを必要とする小児

看護学の教育には、シミュレーション教育は重要である。シミュレーション教育は 1 学年を 2
クラスに分けて実施しているが、1 クラス 50 名はシミュレーション教育を実施するには非常に

多い学生数であり、全員がシミュレータを用いたシミュレーションの実施は難しい状況にあっ

た。 
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研究実績の概要（２） 
そのため、本年度の総合文化研究所研究助成により、様々な種類のシミュレータを購入した。

各授業の目的により、活用するシミュレータは低機能～高機能の中から選択することが必要で

ある。本年度、多くのシミュレータを購入できたことで選択の幅が広がり、教育目標により適

合した授業展開が可能となったこと、評価ツールを活用した授業展開ができたことで、学生の

学びは深まったと評価できる。今後は、学習者である学生を主体としたディブリーフィングに

ついて検討していく予定である。 
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